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	 文体は作者や作品によって相違すると考えられるが，相違点を明示することは容易ではない．本研究はこの問

題を考えるため，源氏物語と宇津保物語を対象に語彙の使用頻度を品詞別に求め，計量分析をおこなう．主成分

分析とクラスター分析より，名詞，動詞，形容詞，形容動詞，副詞，助詞，助動詞に使用傾向の相違が認められ

た．次に，ランダムフォレストより，使用傾向に顕著な相違が見られる語彙をもとめた．結果，源氏物語に比べ

宇津保物語は漢文訓読文体の特徴を有していると言える． 
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We will investigate some differences in the style between “the Tale of GENJI” and “the Tale of 

UTSUHO” by the quantitative analysis. So, we will analyze two literary works quantitatively to reveal 
the difficulty. In analyzing, we have two viewpoints: the first is showing that the tales have different 
usage trend of the vocabulary; then, the second is searching for words, which have remarkably 
different frequency of use. As the result, we will conclude that “the Tale of UTSUHO” is more 
strongly influenced by Chinese classics than “the Tale of GENJI.” 
 

１．はじめに 
	 作者や作品によって，文体が相違するという
ことは想像に難くない．しかし，文体とは多義
的な概念であり，いかなる要素が文体という概
念を規定するのか，明確に定義されることは少
ない．本研究では語の出現頻度に着眼し，二つ
の古典作品について計量的な分析の比較を試み
ることによって，この問題にアプローチしたい． 
 現代文を対象とした文体研究では，語の出現
頻度を計量的に分析した結果，助詞の用い方に
作者の特徴が現れると報告されている（金 1997，
2002）．他方，古典文を対象とした計量的な文
体研究は現代文に比べ非常に困難であることが
多い．これは主に電子化された古典文のテキス
トが少ないこと，および古典文の形態素解析が
容易ではないことに起因する． 
 本研究では，電子化されたデータベースが構
築されている古典作品，すなわち源氏物語と宇
津保物語を対象とし，これらの文体について計
量的な検討を加える．本研究の目的は，古典文
において作者が異なる場合，語の使用傾向の相
違が認められる品詞を明らかにすること，次い
で使用傾向の相違が認められた品詞については，
どのような語彙の出現頻度が顕著に相違するか
明らかにすることである．なお分析は品詞別に

行う．分析の対象となる品詞は名詞，動詞，形
容詞，形容動詞，副詞，補助動詞，助詞，助動
詞の 8品詞である． 
 比較が意味を持つためには，相互に共通の基
盤をもたなければならない．源氏物語と宇津保
物語は成立が概ね同時期であり，ともに物語文
学というジャンルに属し，かつ和文体に類別さ
れる． 

２．データベース 
 分析に用いたデータベースについて，源氏物
語の場合は『源氏物語語彙総索引』（上田他 
1994）を電子化したものである．これは主に大
島本を底本とする『源氏物語大成』（池田 1984）
をもとに，54 帖すべての本文を単語ごとに分割
し，これについて仮名読み，終止形，品詞コー
ド，活用形コードなどが付与されている．また
宇津保物語については，尊経閣蔵前田家十三行
本を底本とする『うつほ物語 全 改訂版』（室城 
1995）を『源氏物語語彙総索引』と同一規格で
形態素解析を行い，電子化したものである． 
 なお，これらのデータベースでは，句読点な
どの情報は削除されている．また，たとえば
「飽く」と「開く」というように品詞が同一で
あり，本文において「あく」と同一の仮名で表
記されている場合，意味番号が付与されており，
意味の相違による識別が可能である． 
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３．分析 
３.1.  分析対象 
 本研究では源氏物語および宇津保物語の各帖
を分析対象とする．源氏物語は全 54 帖，宇津保
物語は全 20 帖によって構成されるため，分析対
象の総数は 74 となる．しかし，総語数が 2 万
語を超える帖がある一方で，1000 語を下回る帖
もあり，総語数のばらつきは大きい．一般に，
テキストデータに対し多変量解析を行う場合，
総語数の少ない対象が他の対象に比べ，安定し
た分析結果を示さないことが多い．このため，
本研究においては，源氏物語の第 11 巻「花散里」
の総語数が 724 語，第 16 巻「関屋」が 934 語，
第 27 巻「篝火」が 653 語であるから，これら
を分析対象から除外した．よって，分析対象の
総数は 71 となる． 

３.2.  分析項目 
 名詞，動詞，形容詞，形容動詞，副詞，補助
動詞，助詞，助動詞に属する語を変数とし，帖
ごとにすべての語の相対頻度を求め，これを分
析に用いる．相対頻度は，帖ごとに集計された
各語の出現頻度の総語数に対する割合である． 
 また，両作品に現れるすべての語を変数とし
て用いず，品詞ごとに変数選択を行う．変数を
選択する基準は，総出現頻度が低く，かつ 71 の
分析対象の半数以下にしか出現しない語を分析
から除外する，というものである．なお，総出
現頻度は帖ごとに集計された出現頻度の総和で
ある． 

 
図１ 変数選択（助詞） 

 
 助詞を例とし，棒グラフにより図示すると図
1 のようになる．分析に使用した語は図 1 の灰
色の領域にある語である．図 1 の横軸は総出現
頻度を降順にソートした語を，縦軸は語の出現

する対象数を表している．したがって，図１に
おいて棒が高い語ほど多くの対象で用いられて
おり，横軸について左にある語ほど総出現頻度
が高いことを意味する．このように決定された
各品詞の分析に用いる語数と各品詞の異なり語
の総数は表 1のようになる． 
 

表 1 語数 

  異なり語数 使用語数 

名詞 9594 273 

動詞 6737 242 

形容詞 969 109 

形容動詞 769 45 

副詞 360 51 

補助動詞 34 6 

助詞 87 45 

助動詞 38 22 
 
3.3.  分析手法 
 分析においては主成分分析，クラスター分析，
そしてランダムフォレストを用いる．まず，源
氏物語と宇津保物語の間に語の使用傾向の相違
が認められるか否かについて検討するため，主
として主成分分析を，補助的にクラスター分析
を用いる．次いで，両作品の間に語の使用傾向
が認められた場合，ランダムフォレストを用い，
これにより顕著に使用傾向の相違があらわれる
語を指摘する． 
 主成分分析は多次元データを低次元に縮約す
ることでデータの特徴を理解しやすくする手法
である．クラスター分析は類似した特徴を有す
る分析対象から段階的にクラスターを形成する
ことで，分析対象の階層構造を示す手法である．
本研究ではユークリッド距離とウォード法によ
る階層的なクラスター分析を用いる． 
 ランダムフォレストはアンサンブル学習と称
される手法のひとつで，学習データを用い分類
器を構築し，未知のデータの母集団を判別する
手法である．母集団を判別する手法としてはバ
ギング，ブースティング，サポートベクターマ
シン（SVM）などあるが，文章の母集団の判別，
すなわち文章の書き手の識別についてはこれら
の手法に比べ，ランダムフォレストの精度が最
も高いとされる（金・村上 2007）． 
 くわえて，ランダムフォレストは分類器を構
築する際に，分類における変数の重要度の推定
を行う．本研究において，重要度の高い変数と
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は，源氏物語と宇津保物語のどちらかの作品に
頻出し，他方の作品にはおよそ現れない語を指
す． 
 また，ランダムフォレストは分類器の構築の
際に，乱数を発生させることで精度の向上を図
っている．しかし，そのために複数回のランダ
ムフォレストを行うと，同一の結果を得られる
ことはおよそない．したがって，本研究ではラ
ンダムフォレストを 1000 回繰り返す．変数の
重要度の推定値には 1000 回推定された値の平
均を用いる． 

3.4.  分析結果 
3.4.1.  名詞 
 名詞における主成分分析の結果は図 2 に示す
ようになり，源氏物語の各帖と宇津保物語の各
帖は横軸の，すなわち第 1 主成分の正負に分離
して配置される．クラスター分析においても，
両作品の各帖はおよそ作品別に２つのクラスタ
ーに分けられる．したがって，両作品の間にお
いて名詞の語彙の使用傾向に相違が認められる． 
 次に，図３に示すように，ランダムフォレス
トより両作品の間に顕著な使用傾向の相違が認
められた語は「けはひ」，「ありさま」，「さ
ま」である．これら 3 語は宇津保物語に比べ，
源氏物語に頻出する．『日本語語彙体系 １意味
体系』(池原他 1997)によれば，これら 3 語は
「様相」という範疇に属する語であるから，源
氏物語の作者は宇津保物語に比べ人物や物事の
在りように関心を払っていたと考えられる． 
 
 

 
○：源氏物語 ●：宇津保物語 
図 2 名詞の主成分分析 

 
 

 
図３ 名詞のランダムフォレスト 

3.4.2.  動詞 
 動詞における主成分分析の結果は図 4 に示す
ように，両作品は横軸の正負に分離し，クラス
ター分析においても作品別に 2 つのクラスター
に分類される．すなわち，動詞においても源氏
物語と宇津保物語との間に語の使用傾向に相違
が認められる． 

  
○：源氏物語 ●：宇津保物語 
図４ 動詞の主成分分析 

 
 次に，ランダムフォレストより，両作品にお
いて顕著に使用傾向に相違が認められる語は
「もてなす」，「たてまつる」，「たまふ」な
どである． 
 「もてなす」は相対的な源氏物語に頻出し，
「たてまつる」，「たまふ」は宇津保物語に頻
出する語である．これら３語のうち，「もてな
す」は精神的行動の範疇に含まれ，「たてまつ
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る」および「たまふ」は物理的行動の範疇に含
まれる語であるから，ここに源氏物語と宇津保
物語の文体上の相違を指摘できる． 

3.4.3.  形容詞 
 形容詞における主成分分析の結果は図５に示
すように横軸の正負に作品別に分離することか
ら，両作品の間に語の使用傾向の相違があると
考えられる．しかし，クラスター分析では図６
に示すように源氏物語の９帖が一群を作り，宇
津保物語の 20 帖と同一のクラスターを形成する． 

 
○：源氏物語 ●：宇津保物語 
図５ 形容詞の主成分分析 

 次に，形容詞のランダムフォレストでは両作
品において大きく出現頻度に相違が見られる語
は「いたし」，「こころぐるし」，「なつか
し」，「をかし」などで，これらは源氏物語に
頻出する．このうち「いたし」，「こころぐる
し」，「なつかし」は感情の状態に関わるもの
であるから，源氏物語は宇津保物語に比べ，よ
り感情を指示する語を多用することが注目され
る． 

3.4.4.  形容動詞 
 形容動詞は主成分分析において，図７に示す
ようにおよそ作品別に分離し，2 群を形成して
いると見られる．ただし，宇津保物語の第 19 巻
「楼の上上」と第 20 巻「楼の上下」の 2 巻は
源氏物語の語彙の使用傾向に親近性が認められ
ると言える．これについて，クラスター分析の
分析結果も図９に示すように同様である． 
 次に，ランダムフォレストより両作品におい
て大きく出現頻度に相違が見られる語は「さす
がなり」，「あはれなり」，「おほいなり」な
どで，「さすがなり」，「あはれなり」は源氏
物語に頻出し，「おほいなり」は宇津保物語に
頻出する．「あはれなり」は形容詞の「をかし」
と並び，美を表す語である．したがって，源氏
物語は宇津保物語に比べより美を形容する語が
多用されるといえる．なお，「おほいなり」は
「おほきなり」の音便であると考えられ，これ
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図６ 形容詞のクラスター分析 
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は宇津保物語に 40 例認められるが，源氏物語に
おいては第 2 巻「帚木」に 1 例確認されるのみ
である．くわえて，「おほいなり」の用例は源
氏物語および宇津保物語においてすべて連体形
の「おほいなる」の形であらわれる． 
 したがって，宇津保物語は源氏物語に比べ，
あるいは本研究において用いた宇津保物語のデ
ータベースである尊経閣蔵前田家十三行本の特
徴として，「おほいなる」という音便形の使用
が好まれると言える． 

 
○：源氏物語 ●：宇津保物語 
図７ 形容動詞の主成分分析 

3.4.5.  副詞 
 副詞は主成分分析において，図８に示すよう
に作品別に分離し 2 群を形成していると見られ
る．クラスター分析においても，宇津保物語の
数帖が源氏物語と混在するが，およそ作品別に
クラスターが形成される． 

 
○：源氏物語 ●：宇津保物語 
図８ 副詞の主成分分析 

 
 次に，ランダムフォレストより両作品におい
て大きく出現頻度に相違が見られる語は「すな
はち」，「なかなか」，「おのづから」そして
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図９ 形容動詞のクラスター分析 
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「すこし」である．このうち「すなわち」は宇
津保物語に頻出し，「なかなか」，「おのづか
ら」，「すこし」は源氏物語に頻出する語であ
る．「なかなか」は期待されることが生起しな
い状況を述べる際に用いられる語であり，同じ
く源氏物語に頻出する形容動詞の「さすがなり」
も期待に反する状況で用いられる語であること
を考え合わせると，源氏物語にはこのような期
待とは異なるときに用いられる副詞が宇津保物
語に比べて多いと言える．なお，宇津保物語に
頻出する「すなわち」は訓読語であるから（築
島 1963），宇津保物語は源氏物語に比べ漢文訓
読文体の特徴も有していると考えられる． 

3.4.6.  補助動詞 
 補助動詞における主成分分析の結果は図 10 に
示すように，源氏物語と宇津保物語という 2 群
に分離せず，両作品の各帖はおよそ混在する．
クラスター分析においても作品別のクラスター
は形成されず，両作品は混在する． 
 ゆえに，補助動詞の語彙においては明確な使
用傾向の相違を認めることはできない． 

 
○：源氏物語 ●：宇津保物語 
図 10 補助動詞の主成分分析 

 
3.4.7.  助詞 
 助詞の主成分分析の結果は図 11 に示すように，
横軸の正負に作品別に分離して配置される．ク
ラスター分析においても両作品の各帖はおよそ
作品別に２つのクラスターに分けられる．した
がって，源氏物語と宇津保物語の間に助詞つい
ても，使用傾向に相違が認められる． 
 次にランダムフォレストより，両作品におい
て顕著に使用傾向に相違が認められる語は
「も」，「ど」，「して」である． 
 このうち「も」は漢文訓読文体において盛ん

に使用される語ではない（築島 1963）．ランダ
ムフォレストより「も」は宇津保物語に比べ源
氏物語に頻出する語であると言える．次いで，
「ど」は宇津保物語に比べ源氏物語に多く用い
られる接続助詞である．「ど」は接続助詞であ
る「ども」と併用されるが，平安時代において，
「ど」は和文体，「ども」は漢文訓読文体で用
いられる語である（築島 1963）． 
 最後に，「して」は宇津保物語に頻出する．
また，「して」が直前の語と接続した形式であ
る「･･･くして」「･･･にして」「･･･として」
「･･･ずして」は，平安時代において主に漢文訓
読文体の形式であり（築島 1963）これらの 4
形式も宇津保物語に相対的に頻出する． 

 
○：源氏物語 ●：宇津保物語 
図 11 助詞の主成分分析 

 
図 12 助詞のランダムフォレスト 

 
 源氏物語と宇津保物語はともに和文体の作品
であることは既に述べたが，助詞の語彙の使用
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傾向を見ると，源氏物語は宇津保物語に比べ，
より和文体的であり，反対に宇津保物語は和文
体の物語でありながら，漢文訓読文体の特徴も
有すると指摘できる． 

3.4.8.  助動詞 
 助動詞の主成分分析の結果は図 13 に示すよう
に，源氏物語と宇津保物語の各帖は作品別に分
離して配置される．クラスター分析においても
概ね作品別に 2 つのクラスターを形成する．し
たがって，源氏物語と宇津保物語との間に，助
動詞の語彙については使用傾向の相違が認めら
れる． 

 
○：源氏物語 ●：宇津保物語 
図 13 助動詞の主成分分析 

 
図 14 助動詞のランダムフォレスト 

 
 次に，ランダムフォレストより両作品におい
て顕著に使用傾向に相違が認められる語は「け
り」，「べし」，「ごとし」である． 

 「ごとし」は源氏物語に比べ宇津保物語に頻
出する．一般に源氏物語と宇津保物語は和文体
であるとされるが，「ごとし」は漢文訓読文体
の直喩の表現形式である(山口 1984)．したがっ
て，助動詞の分析より宇津保物語は源氏物語に
比べ漢文訓読文体の特徴を有していると考えら
れる． 

４．考察 
 源氏物語と宇津保物語の文体を，その語彙に
注目して品詞ごとに検討を加えるとき，いくつ
かの特徴を指摘することができる．まず，主成
分分析およびクラスター分析により，名詞，動
詞，形容詞，形容動詞，助詞，助動詞の語彙に
使用傾向の明瞭な相違が認められた．一方，補
助動詞については顕著な相違は見られなかった． 
 次いで，ランダムフォレストを用いた検討の
結果，名詞では「けはひ」，「ありさま」など
様相を意味する語の使用に，源氏物語の特徴を
指摘した．動詞においては源氏物語が精神的行
動を意味する語を多用し，宇津保物語が物理的
行動を意味する語を多用する点にそれぞれ特徴
を見いだした．形容詞では源氏物語において
「こころぐるし」，「なつかし」など感情を指
示する語の使用が認められた．形容動詞では
「あはれなり」の多用が源氏物語を特徴づける
ことを指摘できる．副詞では「なかなか」など
登場人物の期待に反する状況で用いられる語が
源氏物語に多用されることが認められた． 
 また，源氏物語と宇津保物語はともに和文体
であると考えられているが，助詞においては和
文体に用いられることが多い「も」および「ど」
が源氏物語に多用され，他方，主に漢文訓読の
語であると考えられる「して」が「･･･くして」
「･･･にして」，「･･･として」，「･･･ずして」
の形式で宇津保物語に多用される．助動詞にお
いても漢文訓読文体の直喩の表現形式である
「ごとし」が宇津保物語に多用される．くわえ
て，宇津保物語に頻出する副詞「すなわち」も
訓読語として使用される．ゆえに，宇津保物語
は源氏物語に比べ漢文訓読文体の特徴も有して
いるといえる． 
 以上の検討を通じて，品詞ごとに語彙の使用
傾向に相違を認めることができることを指摘し
たい．すなわち，名詞，動詞，形容詞，形容動
詞に属する語彙は作品の内容の相違に関わり，
他方，助詞，助動詞に属する語彙は作品の形式
の相違，すなわち和文体であるか，あるいは和
文体でありながら漢文訓読文体の特徴も有して
いるか，ということに関わると考えられる．そ
して副詞は作品の内容と形式の両方に亘る文体
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的機能を有する要素であることを指摘すること
ができる． 
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